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通
称

「
い
ぼ
痔
」
と
呼
ば
れ

る
痔
核
に
は
、
直
腸
末
端
の
粘

膜
に
で
き
る
内
痔
核
と
、
肛
門

周
囲
の
皮
膚
に
で
き
る
外
痔
核

が
あ
る
。
内
痔
核
が
大
き
く
な

る
と
、
肛
門
周
囲
の
皮
膚
に
広

が

っ
て
外
痔
核
も
生
じ
、
痔
核

が
肛
門
の
外
側
廷
飛
び
出
し
て

く
る
。

一
覧
表

で
は
２
．
０
１
６
年
の

軸
畷
は
『
巌
Ⅷ
嗣
れ
な
が

ス
「

魏

切
除
す
る
手
術
法
。

「
Ａ
Ｌ
Ｔ

Ａ
療
法
」
は
、
痔
核

に
特
殊
な

注

射

を

打

っ
て

縮

小

さ

せ

る

治
療
法
。
近
年
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ａ
療

法
が
普
及
し
、
日
帰
り

で
行
う

医
療
機
関
が
増
え

た
。

病院の実力 「痔の手術」
医 療 機 関 別 2016年治 療 実 績

(読売 新 聞 調 べ )

「ク」υまク リニ ック。 「― 」υま無
回答 または不明。徳島県 の対象 医
療機関か らは 回答が なか った。

ヤノ肛門外科クリニック

(高松市 )

矢野孝明副院長

肛
門
領
域
の
専
門
医

で
あ

り
、
年
間
２
０
０
例
以
上
の
治

療
実
績
が
あ
る

「
ヤ
ノ
肛
門
外

科
ク
リ

ニ
ッ
ク
」

（
高
松
市
）

の
矢
野
孝
明
副
院
長
（
４６
）
に
最

新
の
治
療
法
や
予
防
法
な
ど
に

つ
い
て
聞
い
た
。

当
院
を
訪
れ
る
の
は
、
男
女

と
も
約
７
割
が
痔
核
（
い
ぼ
痔
）

の
患
者

で
す
。
直
腸
側
に
で
き

る
内
痔
核
と
肛
門
側
に
で
き
る

外
痔
核
が
あ
り
ま
す
。

Ａ
Ｌ
Ｔ
Ａ
療
法
は
内
痔
核
に

注
射
し
、
痔
核

に
流
れ
込
む
血

液
の
量
を
減
ら
し
て
縮
小
さ
せ

る
治
療
法

で
、
以
前
か
ら
あ
る

治
療
法
に
比

べ
て
劇
的
な
効
果

が
期
待

で
き
ま
す
。
注
射
の
有

「止血用電気メスを使えば出血
と痛みを抑えることができる」
と話す矢野副院長 (高松市で )

丼香jll編 115 日
帰
り
で
注
射
治
療

普
及

今
回
の
病
院
の
実
力
は

「
痔
の
手
術
」
を
取
り

上
げ
る
。
痔
の
治
療
を
行
う
肛
門
科
に
は
技
術
差

が
あ
り
、
経
験
の
少
な
い
医
療
機
関
で
手
術
を
受

け
る
と
、
痔
は
治

っ
て
も
排
便
が
し
に
く
く
な
る

な
ど
の
問
題
が
起
こ
り
か
ね
な
い
。
確
か
な
技
術

を
持
つ
医
療
機
関
を
選
び
た
い
。

内
痔
核
と
外
痔
核
の
両
方
が

あ
る
場
合
は
、
内
痔
核
に
Ａ
Ｌ

Ｔ
Ａ
、
外
痔
核
に
結
紫
切
除
を

椅
子
に
長
時
間

若
い
患
者
増
加

行
う

「
併
用
治
療
」
が
多
く
行

わ
れ
る
。

痔
ろ
う
は
、
直
腸
と
肛
門
の

真
か
ら
細
菌
が
侵
入
し
、
肛
門

の
近
く

に
ウ
ミ
が
た
ま

っ
た
細

い
管
が

で
き
る
。
治
す
に
は
手

術
が
必
要

で

「
根
治
手
術
」
の

数
を
聞
い
た
。

消
化
器
疾
患
の
専
門
医
は
多

い
が
、
肛
門
領
域
が
得
意
な
医

効
成
分
で
あ
る
硫
酸
ア
ル
ミ

ニ

ウ
ム
カ
リ
ウ
ム
水
和
物
、
タ

ン

ニ
ン
酸
の
頭
文
字
を
と

っ
て
Ａ

Ｌ
Ｔ
Ａ
と
名
付
け
ら
れ
、
注
射

翌
日
か
ら
出
血
が
止
ま
り
、
数

日
で
痔
核
が
脱
出
し
な
く
な
り

ま
す
。

痔
核
を
切
り
取
る
手
術
と
は

違
い
、
痛
み
は
ほ
と
ん
ど
感
じ

ず
、
傷

口
が
痛
む
と
い
う
よ
う

な

こ
と

は

な

い

の

で
、

日
帰

り

治

療

が

可

能

と

な

り

ま

し

た

。

１

０

０

０

件

以

上

の

Ａ

Ｌ

Ｔ

Ａ

療

法

を

行

い

ま

し

た

が
、
９
割
以
上
の

患
者
が

「
痛

く

な

い

」
と

感

想

を

述

べ
て

お

り

、

主

流

の

治

療

法

に
な

っ
て
い
ま
す
。

内
痔
核
と
外
痔
核
の
両
方
が

あ
り
、
根
本
治
癒
を
目
指
す
な

ら
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ａ
と
結
紫
切
除
と
の

併
用
治
療
を
行
い
ま
す
。
内
痔

核
は
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ａ
で
治
療
。
外
痔

核
は
切
除
し
、
傷

口
を
糸

で
ふ

さ
ぎ
ま
す
。
た
だ
、
結
繁
切
除

は
痛
み
が
伴
い
、
血
管
が
集
ま

っ
て
い
る
場
所
な
の
で
か
な
り

の
出
血
も
あ
り
ま
す
。

当
院

で
は

「
リ
ガ
シ

ュ
ア
」

と
呼
ば
れ
る
止
血
用
電
気

メ
ス

ミ

師
は
少
な

‘〓
そ
こ
で
、
各
医

療
機
関
で
手
術
を
行
う
医
師
の

う
ち
、
日
ま
太
陽
肛
門
病
学
会

の
専
門
医
を
彊
門
領
域
で
取
得

し
た
医
師
の
数
を
聞
き
、　
一
覧

表
の

一
肛
門
領
域
の
専
門
医
」

に
掲
載
し
た
。

を
手
術

の
際
ヒ
使

っ
て
い
ま

す
。
切
除
し
な
が
ら
傷
口
を
ふ

さ
ぐ
た
め
、
手
術
中
の
出
血
を

抑
え
、
術
後
の
痛
み
を
和
ら
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
（）
こ
ち
ら

も
日
帰
り
治
療
が
可
能
に
な
り

ま
し
た
。

最
近
は
１０
代
、

２０
代
と
ぃ

っ

た
若
い
患
者
さ
ん
が
増
え
て
い

ま
す
。
痔
核
は
便
秘
や
排
便
時

の
い
き
み
な
ど
肛
門
に
負
担
を

か
け
る
こ
と
で
で
き
、
肛
門
周

辺
の
血
流
が
悪
く
な

っ
た
り
ヽ

う

っ
血
し
た
り
す
る
こ
と
で
悪

化
し
ま
す
。
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
で

椅
子
に
長
く
座

っ
て
い
る
こ
と

な
ど
の
影
響
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

予
防
に
は
▽
便
秘
や
下
痢
に

気
を
つ
け
る
▽
排
便
時
に
無
理

に
い
き
ま
な
い
▽
ア
ル
コ
ー
ル

や
刺
激
物
は
控
え
め
に
▽
デ
ス

ク
ワ
ー
ク
や
車
の
運
転
な
ど
で

長
時
間
同
じ
姿
勢
を
続
け
な
い

制
引
に
は
い
は
「
ぼ
贅
れ
贅
族

ら
ず
に
専
門
医
に
相
談
し
、
正

し
い
診
断
を
受
け
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

（
聞
き
手
　
妻
鹿
国
和
）

肛
門
領
域
の
専
門
医

　

（人
）

痔
ろ
う
の
根
治
手
術

　

（件
）

舗
慇
切
除
と
Ａ
Ｌ
丁
Ａ

（
の

鮒
Ⅶ

痔
核
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ａ
療
法

（件
）
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丼全 国の調査結果 は 「 くら し健康・
医療面 」に掲載 して います。
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